
恵
心
教
學
私
見

に
、
二

白

・

土

わ

か

恵
心
の
佛
敢
學
は
多
岐
廣
範
に
わ
た
つ
て
い
て
、
そ
の
著
、

一
乗
要

(1
)
決
に全
捨
自
宗
多
宗
之
偏
蕪
、
專
探
樺
智
實
智
之
深
奥
途
得

一
乗
眞
實
之
理
云
々

(2
)

と
述
べ
ら
れ
て
あ
る
こ
と
、
又
、
大
乗
封
倶
舎
抄
巻
十
四
に
は

問
、
錐
披
聖
教
勤
修
若
少
、
恐
於
佛
道
元
牛
銭
分
、
答
、
随
聞

一
句
爾
即
了

因
、
讃
仰
習
學
量
是
唐
損
乎
、
彼
野
干
之
生
兜
攣
非
天
帝
之
所
能
、
乃
速
疾

縦
莞
分
、
將
來
途
可
得
、
況
復
佛
法
有
元
量
門
云
々

と
見
え
る
貼
よ
り
し
て
も
、
廣
い
佛
教
學
の
覗
野
か
ら
そ
の
立
場
を
求

あ

よ
う

と
し
た
態
度
が
う
か
が
わ
れ
、
同
時
に
又
、
悪
心
の
教
學
は
念

佛
の
往

生
要
集
を
以
て
、
そ
の
眞
意
と
す
べ
き
な
の
か
、
前
掲
の

に
乗

要
決
と
す
べ
き
な
の
か
も
俄
か
に
決
し
が
た
い
が
、

こ
こ
で
,な
、
恵
心

敢
學
の
中
に
、
と
く
に
有
的
傾
向
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
私
見

の
も
と
に
、

に
.
、
二
の
考
察
を
す
す
め
て
み
た
い
と
思
う
。

往
生
要
集
巻
上
は
、
六
道
の
さ
ま
を
述

べ
て
如
實
な
實
在
観
を
以
て

人
に
せ
ま
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
引
用
経
論
は
、
智
度
論
、
喩
伽
論
、

倶
舎
論
、
正
法
念
庭
経
、
優
婆
塞
戒
経
、
観
佛
三
味
経
等
に
わ
た
る
が
、

そ
の
中
、

と
く
に
多
く
依
用
さ
れ
る
の
は
正
法
念
慮
経

で
あ
り
、

つ
い

で
喩
伽
論
、
智
度
論
、
倶
舎
論
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経
論
は
、
何
れ
も

六
道
の
具
ハ象
的
な
描
爲
に
く
わ
し
い
が
、
恵
心
は
そ
れ
ら
に
よ
つ
て
、

如
實
な
る
實
在
感
を
示
し
つ
つ
、
書
き
し
る
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し

て
、
こ
れ
ら
の
経
論
は
、
何
ら
か
の
意
味
で
、
有
的
、
具
ハ象
的
性
格
を

も
つ
も
の
で
あ
る
。
最
も
多
く
依
用
さ
れ
る
正
法
念
虞
経
は
、
説

一
切

(
3
)

有
部
に
近

い
経
典
で
あ
る
と
さ
れ
、
智
度
論
も
ま
た
同
じ
性
格
を
も
つ

(4
)

も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
又
、
恵
心
が
倶
舎
論
や
喩
伽
論
に
深
い
關

心
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
往
生
要
集
の
引
用

の
他
に
、
大
乗
封
倶
舎

抄

の
大
著
や
倶
舎
論
頗
疏
正
文
、
倶
舎
疑
問
等

の
あ
る
の
に
よ
つ
て
も

(5
)

察
せ
ら
れ
る
が
、
大
乗
封
倶
舎
抄
序
に
は

倶
舎
論
者
三
藏
玄
旨
六
足
明
堕
也
、
三
千
軸
中
諸
法
膿
用
凡
聖
因
果
蓋
焉
、

月
支
呼
爲
聰
明
論
、
良
有
以
哉
、
予
以
大
乗
論
無
如
此
者
爲
恨
尚
 
、
云
々

と
い
い
、
倶
舎
論
研
究

へ
の
熱
意
を
見
せ
て
い
る
が
、
大
乗
の
諸
経
論
、

恵
心
教

學
私
見

に
、
二

(
自

土
)

九
五
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恵
心
教
學
私
見

に
、
二

(
白

土
)
 

九
六

こ
と
に
唯
識
の
諸
論
と
の
封
比
に
お
い
て
述
べ
、
結
末
に
大
乗
の
倶
舎

に
ま
さ
る
鮎
と
し
て
、
阿
頼
耶
識
、
三
性
、
唯
識
性
、
菩
薩
十
地
等
の

十
箇
條
を
あ
げ
る
が
、

こ
れ
ら
よ
り
し
て
も
、
恵
心
が
倶
舎
、
唯
識
の

學
に
並

々
な
ら
ぬ
關
心
を
よ
せ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
も

の
で
あ

り
、
そ

の
性
相
の
學
徒
と
し
て
も
、
有
的
な
も
の
へ
の
接
近
が
う
か
が

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
又
、
往
生
要
集
に
は
、
極
樂

の
さ
ま
を

記
述
す
る
の
に
も
、

六
道
の
箇
所
と
同
様
の
方
法
が
と
ら
れ
、
牢
等
畳

経
、
双
観
経
、
観
経
等
に
よ
つ
て
、
そ
れ
ら
が
具
ハ象
的
に
か
た
ら
れ
て

い
る
。
尤
も
、
往
生
要
集

の
六
道
、
極
樂
の
描
爲
は
、
厭
離
臓
土
の
方

便
と
し
て
読
か
れ
た
も
の
と
も
云
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
軍
な
る
方
便

で
な
か

つ
た
こ
と
は
、
さ
き
に
述
べ
た
恵
心
の
性
相
の
學
徒
と
し
て
の

態
度
よ
り
も
云
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

二

次
に
、
恵
心
の
有
的
傾
向
と
い
う
こ
と
と
、
天
台
敢
學
の
諸
法
實
相

論
に
つ
い
て
、
ふ
れ
て
み
た
い
。
こ
の
こ
と
は
強
い
て
恵
心
に
於
て
の

み
云
わ
れ
得
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
恵
心
の
中
に
も

一
つ
の
基

底
と
な

つ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
眞
如
観
(傳
恵

心
と
い
う
)
の
中
に
も
、
十
界
は
實
相
で
あ
る
、
眞
如
で
あ
る
と
い
い
、十

界
互
具
ハ
の
諸
法
實
相
論
と
關
聯
し
て
、
そ
こ
に
有
的
性
格
を
観
取
で
き

る
。
實
相
論
は
も
と
も
と
天
台
教
學
の
本
命
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

十
界
も
實
相
、
治
生
産
業
に
至
る
ま
で
實
相
と
せ
ら
れ
る
。
實
湘
と
な

羅
什
課
中
論
に
よ
れ
ば
、
不
生
不
滅
、
言
語
道
断
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

天
台
の
諸
法
實
相
論
の
正
し
き
よ
り
所
は
、
羅
什
課
法
華
経
方
便
品
の

十
如
是
諸
法
實
相
で
あ
る
。
羅
什
は
、
そ
の
翻
課
に
あ
た
つ
て
、
大
智

(6
)

度
論
巻
三
十
二
等
を
依
用
し
つ
つ
、
意
繹
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
勿
論
、

そ
れ
は
法
華
経
の
前
後
の
性
格
よ
り
し
て
そ
う
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
智
度
論
そ
の
も
の
が
、
有
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
こ
と
は
、
す

(
7
)

で
に
記
し
た
通
り
で
あ

る
。
羅
什

は
大
乗
大

義
章
に
は
實
相
に
つ
い

て
、
更
に
具
ハ象
的
に
述

べ
て
、
地
堅
性
水
漁
性
火
熱
性
の
如
き
諸
法

の

相
、
更
に
炎
は
上
り
水
は
低
き
に
流
れ
る
諸
法

の
相
が
實
相
で
あ
る
と

う
た
つ
て
い
る
。
天
台
の
實
相
論
も
こ
の
系
譜
を
受
け
つ
ぐ
も
の
で
あ

つ
て
、
も
と
よ
り
因
縁
所
生
法

の
室
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な

い
が
、

こ
の
實
相
論

の
特
色
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

ろ
う
か
と
思
う
。

こ
の

天
台
の
法
華
敢
學
の
基
盤
が
恵
心
の
中
に
あ
つ
て
、
十
界
も
實
相
で
あ
、

り
即
ち
往
生
要
集

の
六
道
も
、
極
樂
も
實
相
で
あ
り
、
そ
れ
が
性
相
的

性
格
を
あ
び
て
、
有
的
な
具
ハ象
性
を
も
つ
て
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

(8
)

と
思
わ
れ
る
。
恵
心
は
又
、
十
如
是
義
私
記
の
中
に

如
是
相
者

一
切
衆
生
皆
有
實
相
、
本
自
本
有
、
之
乃
如
來
藏
之
相
貌
也

と
も
い
つ
て
い
る
が
、
本
有
は
本
豊
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

の
ち
に
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
。

三

大
乗
封
倶
舎
抄
に
お
い
て
は
、
倶
舎
の
秀
れ
た
こ
と
を
構
揚
し
つ
つ
、
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大
乗
に
軍
配
を
あ
げ
て
、
唯
識
の
利
鮎
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
の

べ
た
が
、
唯
識
、
唯
心
と
い
う
鮎
に
つ
い
て
、
悪
心
は
、
観
心
略
要
集

の
中
に
、
観
心
の
櫃
要
な
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
が
、

そ
の
心
は
本
畳

(9
)

心
で
、
唯

心
の
み
實
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
。

本
自
不
眠
夢
自
性
豊
之
故
、
非
眠
夢
多
、
非
鶴
悟

に
、
ロバ有
自
性
清
浮
本
覧

心
而
實
也
、
無
明
夢
中
六
塵
境
界
、
本
豊
心
假
用
故
虚
儒
也

…
只
可
達
本

(
9

)

畳
云
々

と
、
叉
唯
識
論
云
、
未
得
眞
豊
、
常
庭
夢
中
、
故
佛
読
爲
生
死
長
夜
云
々
、
我
等
何

時
得
眞
畳
、
醗
今
生
死
爲
昨
夢
、
彼
春
夜
夢
不
欲
醒
而
自
有
醒
之
期
、
此
生

死
夢
、
不
獲
心
錐
経
塵
劫
不
畳
、
是
故
起
大
加
行
、
誓
得
法
性
之
毘
云
々

と
、
自
性
清
浄
の
本
畳
心
を
力
読
す
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
、

こ
の
心

を
假
諦
三
千
性
相
者
、
如
夢
中
修
因
感
果
、
室
諦
亡
混
三
千
因
果
、
如
求
夢
中

依
正
而
室
、
中
道
即
是
室
假
髄
性
、
如
夢
所
見
諸
法
印
心
性
也
、
修
性
不
二
、

萬
法
唯
心
、
以
之
可
悟
、
諸
法
萬
差
、
無
不

一
心

と
、
三
諦
を
夢
と
観
ず
る
心
の
み
實
な
り
と
い
う
。

こ
の
心
が
三
諦
の

諸
法
を
作
る
の
で
あ
る
が
、
諸
法
が
心
で
あ
り
、
心
が
諸
法
で
あ
る
。

實
の
如
く
に
観
ぜ
ら
れ
た
境
は
、
次
元
を
異
に
し
て
、
具
ハ象
性
を
も
つ

て
語
ら
れ
よ
う
と
す
る
。
観
心
略
要
集
に
は
つ
づ
い
て
、
極
樂
の
依
正

は
、
三
界
道
に
勝
過
し
て
、
盧
室
の
如
く
邊
際
な
く
、
瑠
璃
を
も
つ
て

地
と
な
し
、
眼
に
さ
え
ぎ
る
も
の
は
曼
陀
曼
殊
の
境
界
と
し
て
観
ぜ
ら

れ
る
。
而
し
て
彌
陀
の
白
毫
は
唯
心
の
毫
相
で
あ
り
、
彌
陀
の
依
正
は

浄
業
の
因
縁
よ
り
生
じ
、
中
道
で
あ
り
、
實
相
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

'
恵
心
に
あ
つ
て
は
、
唯
心
の
境
界
は
、
本
畳
心

の
本
有
で
あ
り
、
萬
法

唯
心
で
あ
り
、
色
心
不
二
の
立
て
前
か
ら
、
更
に
そ
れ
が
具
ハ象
性
を
も

ち
、
有
的
な
性
格
を
も
ち
な
が
ら
語
ら
れ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。四

さ
ら
に
、
恵
心
流
の
口
傳
と
さ
れ
る
も
の
の
中
に
、
恵
心
の
思
想
の

展
開
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
想
定

の
も
と
に
、
以
上
の
論

鮎
を
更
に
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
考
え
て
み
た

い
の
は
、
妙
行
心
要
集

(10
)

の
略
観
三
諦
の
條
に

彼
佛

に
念
既
是
不
生
、
眉
間
毛
相
、
髄
是
無
生
、
故
此
無
性
心
性
白
毫
、
具
ハ

に
切
法
、
自
然
妙
有
、
心
外
無
境
、
毫
亦
是
心
、
無
作
天
然
印
心
之
毫
…
…

心
外
有
毫
、
不
名
唯
心
、
毫
外
有
心
不
名
唯
色
云
々

と
あ
る
様
に
、
法
爾
と
し
て
室
で
あ
り
中
で
あ
り
、
妙
有
で
あ
り
、
又

妙
室
、
妙
中
で
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
諸
法
實
相
論
と
も
い
う
べ
く
、
有

的
な
も
の
が
、
根
抵
に
あ

つ
て
展
開
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
又
、
眞
如
観
に
は
、
諸
法
實
相
と
は
、
萬
法
眞
如
で
あ
る
と
い
う

事
で
あ
り
、
地
獄
も
眞
如
、
畜
生
も
眞
如
、
十
界
は
實
相
で
あ
り
、
眞

如
で
あ
り
、
佛
で
あ
る
と
述
べ
、
實
相
念
佛
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る

が
、
眞
如
は
本
畳
の
理
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
畳
門
が
有
の
性
格
を
も

恵

心
教
學
私

見

一
、
二

(
白

土
)

九
七
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恵
心
教
學
私
見

に
、
二
 
(
白

土
)

九
八

つ
こ
と
は
、
天
台
の
法
華
教
學
の
中
に
看
取
で
き
る
こ
と
と
思
わ
れ
る

が
、
恵
心
の
敢
學
は
、
本
豊
門
を
立
場
と
し
、
そ
の
師
、
慈
恵
よ
り
本

豊
門
を
受
け
、
箆
運
が
始
畳
門
を
受
法
し
た
と
は
普
通
い
わ
れ
る
こ
乏

で
あ
つ
て
、
事
實
、
本
門
を
よ
り
重
視
し
た
。

い
わ
ゆ
る
本
畳
讃
繹
な

る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
意
赴
は
よ
く
う
か
が
え
る
が
、
 
門
を
理
と
す

る
な
ら
本
門
は
事
で
あ
つ
て
、

佛
爲
衆
生
読
如
火
宅
、
此
則
理
常
卒
等
、
常
卒
等
故
、
常
佳
法
位
、
事
常
差

(
11

)

別
、
常
差
別
故
從
縁
起

と
本
畳
讃
繹
に
い
う
如
く
、
事
は
差
別
で
あ
り
、
縁
に
よ
り
て
起
れ
る

も
の
で
あ
る
。
卒
等
に
し
て
差
別
、
差
別
に
し
て
卒
等
な
る
も
の
で
あ

噛

る
が
、
そ
の
事
の
差
別
面
に
重
貼
を
お
く
恵
心
の
立
場
を
考
慮
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。
恵
心
流
の
ロ
傳
で
あ
る
枕
讐
紙
に
は
、
そ
れ
ら
が
よ
り
明

瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
恵
心
は
論
議

の
大
家

で
あ
つ
た
し
、
こ
の
様
な

口
傳
に
も
恵
心
の
傾
向
は
充
分
に
展
開
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
枕

へゆ
 

讐
紙
に
よ
る
と

門
理
家
三
諦
也
、
故
云
理
三
諦
、
本
門
事
家
三
諦
也
、
故
云
事
三
諦
、
但

事
理
云
事
、
能
々
可
得
意
也
、
理
者
、
錐
諸
法
差
別
、
如
々
故
鯖

一
也
、
事

錐
有
萬
法
差
別
、
於
理
全
無
差
別
、
混
諸
法
也
、
事
者
、
不
沢
諸
法
、
自
膣

而
常
恒
也
、
故
迩
門
涙
諸
法
故
、
圓
融
妙
理
三
諦
也
、
本
門
諸
法
不
涙
、
唯

當
封
云
衆
生
乃
至
云
佛
也
、
故
事
々
法
禮
不
改
、
云
假
、
云
室
、
云
中
、
全

不
論
涙
不
混
也
、
是
故
、
本
門
三
諦
、
超
過
 
門
三
諦
、
云
々

と
あ
る
の
は
、
興
味
深
い
鮎
で
、
恵
心
の
傾
向
が
よ
り
濃
厚
に
打
出
さ

れ
て
い
つ
た
あ
と
と
も
察
せ
ら
れ
る
が
、
差
別
の
ま
ま
、
當
封
の
ま
ま
、

み
と
め
て
ゆ
く
本
門
を
、
理
の
室
に
超
過
す
る
と
い
つ
て
い
る
の
に
注

目
す
べ
き
こ
と
と
思
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
本
門
の
事
は
、
本
畳
心
の

作
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
差
別
の
境
界
を
そ
の
ま
ま
み
と
め
て
ゆ

こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
恵
心
の
具
ハ象
性
、
有
的
傾
向
が
見
ら
れ
る
か

と
思
う
。
同
様
の
こ
と
が
又
、

諸
教
假
、
萬
法
錐
森
羅
、
皆
依
因
縁
假
和
合
云
假
、
全
非
常
佳
也
、
一
家
假

者
不
然
、
萬
法
常
佳
故
假
常
佳
也
水
常
住
波
常
佳
也
、
法
身
常
佳
假
常
佳
也
、

と
、
常
佳
な
る
法
身
と
常
佳
な
る
假
と
説
き
、

又
、
他
の
箇
所
に
は
、

假
諦
常
佳
な
る
が
故
に
勝
る
の
で
あ
つ
て
、
室
、

中
の
理
と
相
封
的
に

考
え
ら
れ
た
假
で
も
な
く
、
本
來
法
爾
と
し
て
不
生
な
る
假
常
佳
で
あ

る
と
も
い
い
、
假
の
重
視
に
つ
よ
く
傾

い
て
い
る
こ
と
を
し
る
。
又
、

へ
お
 

同
じ
く
枕
讐
紙
の

一
心
三
観
三
観

に
心
事
に

 
門
、
宣
萬
法
一
心
、
に
切
諸
法
、
只
是
談

に
理
法
性
、

一
切
諸
法
、
只
是

談

一
佛
乗
也
、
爾
間
、
何
合
諸
談

一
也
、
故
 
門
、
以
三
観

一
心
爲
宗
也
、

本
門
、
萬
法
必
蹄
一
不
云
也
、
但
本
門
、

一
切
諸
法
本
源
故
、
法
界
本
自
本

門
膿
也
、
諸
法
自
爾
艦
故
、
不
云
一
、不
云
三
、
錐
然
、
教
門
日
辮
淺
深
時
、

本
門

一
心
三
観
正
意
也
、
 
門
、
爲
談
法
根
源
故
、
三
観

一
心
意
旨
、
 
門

明
之
、
萬
法
闘
一
故
、
所
詮
迩
門
説
理
實
相
故
(
三
観

一
心
意
也
、
本
門
読

事
實
相
故
、

一
心
三
観
意
也

と
、
迩
門
は
三
観

に
心
で
あ
り
、
本
門
は

一
心
三
観
で
あ
る
と
き
め
て

き
て
、
本
門
は
事
の
實
相
を
説
く
も
の
と
し
、

本
門
を
こ
そ
正
意
を
得
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た
る
も
の
ど
し
で
い
る

又
、
圓
融
三
諦
に
勝
劣
な
く
、
勝
劣
を
考
え

る
な
ら
ば
假
諦
は
勝
れ
、
室
諦
と
中
諦
と
は
劣
る
と
、
は
つ
き
り
示
さ

れ
て
い
る
。
事
と
假
ど
の
重
覗
は
こ
れ
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
本
毘
門

を
立
場

と
す
る
恵
心
の
特
色
を
知
り
う
る
か
と
思
う
。

往
生
要
集
に
は
、
有
部
に
近
い
経
論
や
、
そ
の
具
ハ髄
的
描
爲
に
く
わ

し
い
経
論
を
引
用
し
て
、
六
道
極
樂
の
さ
ま
を
實
在
感
を
も
つ
て
説
述
の

し
た
恵

心
は
、
倶
舎
論
に
造
詣
深
い
、
又
、
唯
識
の
學
徒
、
印
ち
性
相

の
學
徒

で
も
あ
つ
た
。
而
し
て
又
、
そ
の
所
屡
し
た
天
台
教
學
に
お
い

て
は
、
本
箆
門
に
立
つ
て
諸
法
實
相
の
理
を
身
に
髄
し
て
い
た
。
そ
こ

で
は
事

で
あ
り
假
で
あ
つ
て
、
性
相
で
は
な
い
が
、
観
心
と
い
う
こ
と

を
基
盤
と
し
て
、
性
相
と
事
、
實
相
と
が
、
關
聯
し
あ

つ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
か
り
に
、
有
的
と
こ
こ
に
い
つ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
具
ハ象
性
を
も
つ
て
語
ら
れ
示
さ
れ
よ
う
と
し
た
。
抽
象

よ
り
も
具
ハ象
に
重
き
を
お
く
恵
心
の
立
場
は
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、

一
般

文
化

へ
の
つ
な
が
り
を
大
き
く
も
ち
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
準
安
文
學
と
の
つ
な
が
り
も
そ
う
,で
あ
る
し
、
、又
、
恵
心
作
と
い

わ
れ
る
佛

書
や
彫
刻
の
類
、

又
、

に
般
人
の
信
仰
を
促
し
た
の
も
そ
う

で
あ
つ
た
。

い
わ
ゆ
る
観
心
の
具
ハ象
、
有

へ
の
傾
向
が
、
季
安
時
代
の

思
想
、
文

化
に
影
響
を
つ
よ
く
あ
た
え
る

に
因
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る

し
、
又
、

一
般
文
化
そ
の
も
の
が
、
そ
う
し
た
影
響
を
う
け
た
も
の
と

考
え
る
の
で
あ
る
。

又
、
慈
恵
よ
り
恵
心
は
本
畳
門
を
相
承
し
、
恵
心
流
の
租
と
さ
れ
、

畳
運
は
姶
畳
門
を
柑
承
、
檀
那
流
の
祀
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
姶
畳

門
に
立
つ
畳
運
に
は
、
倶
舎
、
'
唯
識
等
に
關
す

る
著
書

は
見
あ

た
ら

へむ
 
ず
、

い
わ

ば
傳

統

的

天

台

學

徒

で

あ

る
。

そ

の
畳

運

の
影

響

下

に

は
絶

書

も

彫

刻

も
な

く
、

こ
と

に
恵

心

の

二
十

五
菩

薩

來

迎

圖

の
如

き

は
な

い
。

檀

那

院

毘

運

と

の
比

較

に

お

い
て

も
恵

心

の

有

的
傾

向

を

的

り
う

る

か

と

思

う
。

1
 
恵

心
僧
都
全
集
第
二
巻

に
頁

2
 
同

第
四
巻
八
六
三
頁

3
 
國
繹

一
切
経
経
集
部
八
三
頁
参
照

4
 
卒
川
彰
教
授

「
律
藏

の
研
究
」

に
二
二
頁
参
照

5
 
專

心
僧
都
全
集
第
四
巻

一
頁

6
 
大
正
藏
経

二
五
巻
二
九
七
頁

諸
法
如
有

二
種
、

一
者
各
各
相

二
者
實
相
、

各
各
相
、

如

地
堅
柑
水
渥

.

相
火
熱
相
風
動
相
、

云

々
参
照

7
 
大

正
藏
経

四
五
巻

=
三
五
頁

=
二
六
頁

8
 
專

心
僧
都
全
集
第
三
巻

に
頁

9
 
同

第

一
巻
二
八
○
頁

10
 

同

第
二
巻
二
五
七
頁

11
 

同

第
五
巻
四
六
八
頁

12
 

同

第
三
巻

四
七
三
頁

13
 

同

同

四
七
七
頁

14
 

日
本
天
台
宗
典
目
録
二
九
頁

恵
心
教
學
私
見

一
、
二

(
白

土
)

九
九
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